
 1 

5 月号（71-05）著者プロフィール  

1. 出身地	 2. 出身高校	 3. 出身大学	 4. 研究テーマ	 5. 最近思うこと	 6. 信条 

7. 最近，感銘を受けた 1冊	 8. 趣味	 9. ごひいきの球団，チーム，番組	 10. ホームページ 
 

●解説：合成DNAからつくる人工増殖因子 

 

植木	 亮介（うえき	 りょうすけ）  

東京大学大学院工学系研究科助教 

1. 鳥取県 

2. 鳥取西高校 

3. 2015年九州大学大学院工学府博士課程修了 

4. 人工増殖因子の開発，機能性高分子の進化工学的探索 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－	

 

山東	 信介（さんどう	 しんすけ）   

東京大学大学院工学系研究科教授  

1. 和歌山県 

2. 大阪星光学院高校 

3. 2001年京都大学大学院工学研究科博士課程修了 

4. In Vivo Chemistry，人工生体機能分子，創薬・スクリーニング 
10. http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/sandolab/ 

 

 

●解説：カーボンナノチューブの新たな光機能 

 

宮内	 雄平（みやうち	 ゆうへい）  

京都大学エネルギー理工学研究所准教授 

名古屋大学大学院理学研究科客員准教授および JST ERATO伊丹分子ナノカ

ーボンプロジェクトグループリーダー（兼任） 

1. 神奈川県 

2. 私立桐朋高校 

3. 2006年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了 

4. 低次元物質の光物性物理，局所構造制御による光機能発現，新たな合成法の開拓 

5. 限られた時間のなかで，深く考えるための時間をいかに確保するか． 

6. 自分でなければやらない，できない，考えもしないような独自の研究の世界を切り拓いてい

くことが，研究者として一番大事なことだと信じています． 
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7. 最近ではありませんが，ウィリアム・H・クロッパー 著，水谷 淳 訳，『物理学天才列伝 上・

下』講談社ブルーバックス，ウォルター・アイザックソン 著，井口耕二 訳，『スティーブ・ジ

ョブズ Ⅰ･Ⅱ』，講談社．  

8. ピアノ，散歩 
10. http://www.iae.kyoto-u.ac.jp/conv/miyauchi/index.html 

 

 

●解説：化学反応の行き先を変える"スイッチ" 

 

寺本	 央（てらもと	 ひろし）  

北海道大学電子科学研究所助教 

1. 愛知県 

2. 東海高校 

3. 2007年東京大学大学院総合文化研究科相関基礎科学系博士課程修了 

4.	化学反応動力学，スピントロニクス，応用特異点論 

5. 数学と諸分野の協働を如何に促進できるか？ 

6. 愚直 
7. Carl Rogers, On Becoming a Person: A Therapist's View of Psychotherapy, Mariner Books; 2nd ed. 

edition（September 7, 1995）． 

8. 数学 

9. 中日ドラゴンズ 
10. https://www.researchgate.net/profile/Hiroshi_Teramoto 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

戸田	 幹人（とだ	 みきと）  

奈良女子大学研究院自然科学系准教授 

1. 福岡県 

2. 東京学芸大学附属高等学校 

3. 1987年京都大学大学院理学研究科博士後期課程物理学・宇宙物理学専攻修了 

4. 非線形物理，化学物理，非平衡統計力学 

5. 生体系を含む大自由度力学系の縮約 
6. Never give up 

8. 旅行，コンサート 
10. http://minnie.disney.phys.nara-wu.ac.jp/~toda/index_j.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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河野	 裕彦（こうの	 ひろひこ）  

東北大学大学院理学研究科教授 

1. 大阪府 

2. 奈良工業高等専門学校 

3. 1981年東北大学大学院理学研究科博士後期課程修了 

4. フェムト秒からナノ秒の化学反応動力学 

5. DNAの鎖切断機構 

8. 山歩き 

9. 赤いユニホームのチーム 
10. http://www.mcl.chem.tohoku.ac.jp 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

髙橋	 正彦（たかはし	 まさひこ）  

東北大学多元物質科学研究所教授 

3. 1986年京都大学大学院理学研究科博士前期課程中退，1992年博士（理学） 

4. 原子分子科学，量子電子科学 

8. ガーデニング，囲碁 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

小松﨑	 民樹（こまつざき	 たみき）  

北海道大学電子科学研究所附属社会数学研究センター教授・センター長 
 

1. 東京都 

2. 神奈川県立七里ヶ浜高等学校 

3. 1994年総合研究大学院大学数物科学研究科博士後期課程修了 

4. 化学物理・生物物理，化学反応の動力学とカオス，一分子生物学 

5. 遷移状態をはじめとして分子科学を源流とする諸概念の普遍性を究めるとともに，系のハミ

ルトニアンないし数理モデルが前提とできない複雑な生命現象に対する実践型分子理論を創り

たい． 

6. 自然は学問の垣根を知らない（福井謙一） 

8. 出張先のジョギング，子供とのサイクリング 
10. http://mlns.es.hokudai.ac.jp 
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●解説：カニの殻が新たな産業を生みだす！ 

 

伊福	 伸介（いふく	 しんすけ）  

鳥取大学大学院工学研究科准教授 

1. 神奈川県 

2. 神奈川県立松陽高等学校 

3. 2004年京都大学大学院農学研究科博士課程指導認定後退学，博士（農学） 

4. バイオマス由来のナノファイバーの製造と利用開発 

5. 年を追うごとにパソコンの前に座っている時間が長くなり危機感を覚えています 

6. 来た球は全て打つ（仕事の依頼は断らない） 

8. 出張先での孤独のグルメ 

9. DeNAベイスターズ 
10. http://www.saimotolab.sakura.ne.jp/index.html 

 

 

●研究物語：魔女の雑草の呪いを解く分子 

 

萩原	 伸也（はぎはら	 しんや）  

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所（ITbM）特任准教授， 

さきがけ研究者 

1. 奈良県 

2. 洛南高校 

3. 2003年京都大学大学院工学研究科合成・生物化学専攻博士後期課程修了 

4. 人工分子による植物の生理機能解明と制御 

5. 自然の仕組みを分子で理解したい 
10. http://synth.chem.nagoya-u.ac.jp/wordpress/staff/shinyahagihara?lang=en 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

吉村	 柾彦（よしむら	 まさひこ）  

名古屋大学大学院理学研究科博士課程在学中 

日本学術振興会特別研究員 DC1 

1. 岐阜県 

2. 岐阜県立恵那高等学校 

3. 2015年名古屋大学大学院理学研究科物質理学専攻（化学系）博士前期課程修了 

4. 植物ホルモンの作用機序解明に向けた機能性分子の開発と応用 

5. 将来の進路，やりたいこと 
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6. 努力しても報われるとは限らない 

7. 荒木飛呂彦『ジョジョの奇妙な冒険』集英社 

8. ランニング 
10. http://synth.chem.nagoya-u.ac.jp/wordpress/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

土屋	 雄一朗（つちや	 ゆういちろう）  

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所（ITbM）特任准教授 

1. 北海道帯広市 

2. 北海道札幌旭丘高等学校 

3. 2002年北海道大学大学院農学院博士後期課程修了 

4. 寄生植物ストライガの撲滅に向けたケミカルバイオロジー研究 

5. コラボのあり方 

6. 誰もが思いつくことは誰かがやればいい 

7. 池澤夏樹『花を運ぶ妹』文藝春秋 

8. 写真，日本酒 

9. トロントブルージェイズ 
10. http://www.itbm.nagoya-u.ac.jp/ja/members/y-tsuchiya/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

木下	 俊則（きのした	 としのり）  

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所（ITbM）教授 

3. 1993年九州大学大学院理学研究科修士課程修了 

4. 植物の環境応答，植物の成長生理 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

伊丹	 健一郎（いたみ	 けんいちろう）  

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所（ITbM）拠点長・同教授 

名古屋大学大学院理学研究科教授 

JST-ERATO 伊丹分子ナノカーボンプロジェクト研究総括 

1. アメリカ・ピッツバーグ 

2. 東京都立国立高校 

3. 1998年京都大学大学院工学研究科合成・生物化学専攻博士後期課程修了 

4. 迅速分子連結触媒の開発，生命機能分子の開発，ナノカーボン分子の創製と機能開拓 

6. Work hard! Play harder!! Dream even more!!! 
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8. ハチロク，温泉，ラーメン 

10. http://www.itbm.nagoya-u.ac.jp/ja/members/k-itami/ 
 

 

●カガクへの視点 

 

渡辺	 正（わたなべ	 ただし）  

東京理科大学教育支援機構理数教育研究センター教授，東京大学名誉教授 

1. 鳥取県 

2. 島根県立米子東高校 

3. 1976年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了 

4. 電気化学，生体機能化学，環境科学，化学教育 

5. メディアに真実は出ない 

6. 常識・定説は疑ってみる 

7. Linus Pauling, E. Bright Wilson, Jr., “Introduction To Quantum Mechanics,” McGraw-Hill（1935）．

（80年前の完成度の高さに感動） 

8. 雑読 

9. 巨人 

 


